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リポジトリ：何らかの情報を体系化して保管している場所
（データ貯蔵庫）

機関リポジトリ：

大学などの研究機関において生産された研究成果
を電子的な形態で蓄積・管理し，インターネット上で
公開するサイト（システム）

◦図書館等が中心となって構築図書館等が中心となって構築

◦ 主に，学術論文，紀要，研究報告書などの
書誌系の情報をデジタル化して格納

⇒ 本発表では書誌コンテンツと表す
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(KURA：Kanazawa University Repository of Academic Resources)

メタデータに対して
や全文検索の場合
のキーワド検索

（階層化された）
分類をたどる
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Dublin Core 世界中で一意の識別子

書誌情報

アイテム：コンテンツを登録する
場合の基本的な保管単位
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書誌コンテンツ以外の画像，動画などのコレクション

⇒本発表ではデジタルコンテンツと表す

機関リポジトリの対象外とされている場合が多い機関リポジトリの対象外とされている場合が多い

機関リポジトリで対応！

どのように公開していくか？

流通性，コスト，先行する
書誌コンテンツでの実績

書誌情報の表現に適したメタデ タ語彙をデジタルコンテンツに

デジタルコンテンツ公開の問題点
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書誌情報の表現に適したメタデータ語彙をデジタルコンテンツに
どのように対応させるか

膨大なコンテンツの分類や登録をどのように行うか

異種コンテンツをどのように共存させるか

文字情報を含まないコンテンツをどのように検索しやすくするか

相互参照をどのように実現するか

デジタルコンテンツに対応した汎用性の高い学術情報
リポジトリを構築

1. リポジトリプラットフォームのDSpaceをベースにする
（KURAをはじめ，国内の機関で最も多く使用されている）
⇒ 機能を改良，追加するという形で開発を進める

2. メタデータの互換性の確保
⇒ 当該リポジトリでの詳細な定義と他との互換性の両立

3. 保守性の確保
⇒ 情報技術に詳しくない管理者でも 容易に管理できる
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⇒ 情報技術に詳しくない管理者でも，容易に管理できる
仕組みの導入

4. Google Earthによる情報の可視化
⇒ 地理的な位置情報を用いた視覚的な検索機能の導入

5. 他リポジトリとの連携
⇒ 書誌コンテンツとデジタルコンテンツを統一的に検索
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インドの宗教画像（アジア図像集成）

伝統芸能の動画 学内で蓄積され
ているデジタル岩石標本画像

あけぼの衛星の観測データ（サマリープロット）

e-Learning素材

など，他多数

ているデジタル
コンテンツ
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アジア図像集成

分類

メタデ タ

アジア図像集成のTOPページ コミュニティとコレクション 一覧表示
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サムネイル

メタデータ
簡易表示

アイテムの情報表示画面 登録されている画像
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e-Learning素材
あけぼの衛星の観測データ
のサマリープロット
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メタデータを記述するための語彙
◦ WWW上のリソース情報を記述

◦ 限定された小数の要素を標準化

青：基本要素 １５個
（基本的な概念を幅広く表す）
緑 限定子

構成要素
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緑：限定子
（より狭い概念を表す，
要素のスキームを表す）

☆
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メタデータを記述するための語彙
◦ WWW上のリソース情報を記述

◦ 限定された小数の要素を標準化

青：基本要素 １５個
（基本的な概念を幅広く表す）
緑 限定子

構成要素

デジタルコンテンツでは，メタデータの記
述法が明確になっていない

書誌系のコンテンツでは，Dublin Coreの
考え方に沿った，メタデータの記述法が
確立
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緑：限定子
（より狭い概念を表す，
要素のスキームを表す）

述法が明確になっていない

標準のDublin Coreでは多様なデジタル

コンテンツの専門的な情報を的確に表現
できない
⇒ コンテンツ毎にDublin Coreを

拡張する必要あり！
☆

ハーベスティングに対応するため，Dumb-Down原則
に従って定義を行う

既存の定義で表現できるものは拡張しない

既存の定義で不十分なメタデータは，限定子，基本要素の

限定子を定義する場合に，限定子を含めて書き表したメタデータから
限定子を取り除いても，値と基本要素の間に矛盾が生じてはならない

Dumb-Down原則
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既存の定義で不十分なメタデ タは，限定子，基本要素の
順に定義する

◦ ハーベスティングが必要な項目は限定子として拡張

◦ ハーベスティングの必要がない項目については基本要素の
拡張も可能
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新たに追加したいメタデータ項目
撮影された対象の

アジア図像集成での例①

例 ： 「大きさ，サイズ」，「材質」

基本要素 限定子 意味

description abstract 要約

description tableOfContents 目次

description dimensions 大きさ サイズ
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description dimensions 大きさ、サイズ

description material 材質

追加した限定子

新たに追加したいメタデータ項目
撮影された対象の

アジア図像集成での例②

例 ： 「大きさ，サイズ」，「材質」

基本要素 限定子 意味

description abstract 要約

description tableOfContents 目次

description dimensions 大きさ サイズ
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☆

description dimensions 大きさ、サイズ

description material 材質

Dumb-Down原則に従っての

当該リポジトリ内での詳細な定義と
他リポジトリとの互換性の両立が可能

取り除かれる
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性質の異なるデジタルコンテンツを複数登録可能
アイテムは，

Dublin Core標準語彙

サブ
コミュニティ

メタデータ語彙B

・・・

ルート
コミュニティ

コンテンツA コンテンツB コンテンツC
メタデータ語彙A

コンテンツ毎に
ルートコミュニティ
を分ける

アイテ は，
コレクションと
コミュニティで分類
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・・・ ・・・ コレクション

・・・

アイテム

・・・

・・・・・・

サブ
コミュニティ

ルートコミュニティ

毎にメタデータ語
彙・一覧表示画面
等を割り当て

管理者にとって最も負担となる部分である！

コンテンツ管理者は コンテンツに関する情報をコンテンツ管理者は，コンテンツに関する情報を
Excelなどの表計算ソフトで管理している場合が多い

◦ 分類の管理
⇒ コミュニティ，コレクションの登録など

◦ アイテムの管理
⇒ アイテムの一括登録など
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エクセル形式のファイルやエクセルの出力ファイル
（タブ，CSV形式）を用いて管理を可能とした
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エクセル上の記述 リポジトリ上の表示

コミュニティ コレクション
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コミュニティ コレクション

エクセル上の記述 リポジトリ上の表示

コミュニティ コレクション
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コミュニティ コレクション既存リポジトリの階層をエクセルに保存することも可能
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メタデータをExcel等の出力であるタブ区切りテキスト等
から読み込む

様々なコンテンツ登録に使用できるよう、汎用的に作成
◦ １行目：ヘッダ行：メタデータ要素並び

◦ ２行目以降：１行１アイテムの情報（１行目に対応したメタデータ並び，
登録先のコミュニティとコレクション，アイテムが保存されているパス）

既存リポジトリのメタデータを保存することも可能
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19表計算ソフトに関する知識があれば簡単に一括登録を行うことができる

デジタルコンテンツは一般に文字情報を持たない
◦ 全文検索を利用できない（メタデータに対する検索のみ）文検索を利用 な （ タデ タ 対する検索 ）
⇒ 利用者にとって検索性が低い

デジタルコンテンツは位置情報を持つものが多い

◦ 文化遺産などの発掘地・所蔵地，岩石標本や動植物標本
の採取地
例：アジア図像集成の図像の出土地や所蔵地の情報
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コンテンツが持つ地理的な位置情報を地図上に可視化

Google Earthと連携
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地図上に情報をプロット
DSpace の情報をp
Google Earthの地図上へ表示
Google Earthから
DSpaceへの検索

⑦検索
位置情報を持つ様々な
コンテンツに適用可能

Google EarthDSpace
コンテンツ

ユーザ（ブラウザ）

①表示指示 ⑥表示
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コンテンツに適用可能

・文化遺産などの所蔵地

・岩石標本や動植物
標本の採取地

・観測データの観測地
など ④座標情報

Python
③位置問い合わせ

Database

コンテンツ
メタデータ

⑤KML生成（地名など）
②キーワード
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学内の学術情報を統一的に公開するポータル
リポジトリを構築中

書誌コンテンツと
デジタルコンテンツ
を統一的に検索できる
ことを実証

ポータルリポジトリ

KURA
ハーベスタ

ハーベスティング

書誌コンテンツ

プロバイダ

KURA
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アジア図像集成

ハ ベスティング

デジタルコンテンツ

KURA：
書誌コンテンツ

アジア図像集成：
デジタルコンテンツ

学術論文と関連した情報の一括検索が可能
◦ 図，写真，動画，地図など

異なる分野のデジタルコンテンツに対する横断的な検
索が可能
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既存プラットフォームの問題点を改善し，デジタル
コンテンツに適したリポジトリを構築したンテンツに適したリポジトリを構築した

◦ 今回の改良は多くのデジタルコンテンツのリポジトリ化に
対して有効である

◦ 実装したシステムは最適化を終え一部一般公開中

今後，多様なデジタルコンテンツに多数適用し，今後，多様なデジタルコンテンツに多数適用し，
問題点の洗い出しと改良を加えて行く
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